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代表質問
(発言順及び時間）
創生市川（210分）、公明党（180分）、日本共産党（135分）、民主・連合・社民（120分）、
自由民主党（105分）、清風会（105分）、自由民主党市川（105分）、無所属（105分）、無
所属の会（105分）
※代表質疑の記事は 3人以上の会派のみ掲載しています。（会派別議員名簿は10面に掲載）

高
齢
者
支
援

問
　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
た
い
と
い
う
の
は

市
民
の
当
然
の
声
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
現
状
と
整
備
計
画
、
高
齢
者

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
機
能
拡

充
に
関
す
る
市
の
考
え
を
問
う
。

ま
た
、
在
宅
介
護
支
援
で
は
、

高
齢
者
が
外
出
し
や
す
い
環
境

を
整
え
、
生
き
が
い
づ
く
り
や

地
域
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
、
酒
々
井
町
は
き
め

細
か
な
施
策
に
よ
り
医
療
費
や

介
護
給
付
費
の
削
減
に
つ
な
げ

て
い
る
。
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

答
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
要
介
護
3

の
待
機
者
が
2　7　1
名
お
り
、

施
設
は
平
成
29
年
度
ま
で
に
3

0　0
床
の
整
備
を
予
定
し
て
い

る
。
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
は
、
社
会
福
祉
士
等
の
専
門

職
を
置
き
、
健
康
や
介
護
等
の

相
談
や
支
援
に
応
じ
て
い
る
。

夜
間
や
緊
急
時
を
含
む
24
時
間

の
電
話
相
談
や
、
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
と
連
携
し
て

適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
等
、

機
能
の
充
実
に
今
後
も
努
め
て

い
く
。
ま
た
、
在
宅
介
護
・
介

護
予
防
の
支
援
に
つ
い
て
も
、

健
康
に
関
す
る
市
民
向
け
の
講

演
会
や
教
室
の
実
施
等
、
医

療
・
介
護
の
専
門
職
の
協
力
を

得
て
、
施
策
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
医
療

費
助
成
制
度

問
　
本
市
の
子
ど
も
医
療
費
の

助
成
は
所
得
制
限
が
あ
る
他
、

病
院
窓
口
で
3　0　0
円
を
負
担

す
る
。
一
方
、
県
内
市
町
村
で

は
87
％
が
所
得
制
限
な
し
、
7

割
近
く
が
窓
口
負
担
2　0　0
円

で
あ
る
。
本
市
も
所
得
制
限
の

撤
廃
と
窓
口
負
担
を
軽
減
し
て

子
育
て
世
帯
の
負
担
減
を
図
る

べ
き
だ
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答
　
本
市
の
子
ど
も
医
療
費
の

助
成
は
小
学
生
以
上
に
の
み
所

得
制
限
を
設
け
て
お
り
、
就
学

前
の
子
ど
も
に
は
県
の
基
準
に

独
自
の
上
乗
せ
を
し
て
い
る
他
、

窓
口
負
担
は
県
の
基
準
と
同
額

子
育
て
世
代
の

転
出
超
過
対
策

問
　
市
は
、
平
成
27
年
度
末
に

策
定
す
る
「
市
川
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
お
い
て
、
本
市
が
目
指
す
べ

き
将
来
の
方
向
性
を
示
し
て
い

る
。
中
で
も
「
子
育
て
世
代
の

転
出
超
過
へ
の
対
応
」
は
、
最

も
現
実
的
で
可
能
性
の
高
い
目

標
と
考
え
る
が
、
市
の
認
識
を

問
う
。
ま
た
、
総
合
戦
略
の
最

重
要
施
策
と
し
て
は
住
宅
政
策

に
注
力
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
総
合
戦
略
で
は
、
本
市
が

入
学
・
就
職
・
結
婚
と
い
っ
た

新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
機
に
若

い
世
代
が
集
ま
る
ま
ち
で
あ
る

こ
と
に
着
目
し
、
3
つ
の
基
本

目
標
を
定
め
て
い
る
。
子
育
て

世
帯
の
多
く
が
市
外
へ
転
出
す

る
理
由
と
し
て
は
、
新
居
や
今

よ
り
広
い
住
宅
を
求
め
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
良
質
な
住
環
境

の
提
供
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
子
ど
も
の
成
長
や
ラ
イ
フ

シ
ー
ン
に
沿
っ
た
様
々
な
支
援

に
つ
い
て
、
総
合
的
に
推
進
し

て
い
き
た
い
。

職

員

の

意
識
改
革

問
　
職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い

て
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
、
職
員
の
接
遇
に
関
す
る
評

価
の
向
上
等
、
一
定
の
成
果
が

現
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

勤
務
態
度
の
改
善
だ
け
で
な
く
、

業
務
の
効
率
化
や
積
極
的
に
新

し
い
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
市

長
も
前
例
踏
襲
主
義
、
横
並
び

主
義
等
を
打
破
し
て
い
く
と
し

て
い
る
が
、
そ
の
認
識
を
問
う
。

答
　
市
は
人
材
育
成
基
本
方
針

に
お
い
て
、
目
指
す
職
員
像
を

明
示
し
て
い
る
。
職
員
一
人
ひ

と
り
が
、
単
に
仕
事
を
こ
な
す

の
で
は
な
く
、
常
に
最
善
策
を

講
じ
、
自
主
的
・
総
合
的
に
職

務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
意
識

の
啓
発
や
改
革
を
行
っ
て
い
く
。

こ
の
積
み
重
ね
が
「
市
民
に
や

さ
し
い
市
役
所
」
の
実
現
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
支
援

問
　
子
育
て
支
援
策
に
は
、
補

助
金
や
交
付
金
を
使
っ
た
特
別

な
保
育
が
あ
る
が
、
本
市
の
実

施
状
況
を
問
う
。
ま
た
、
例
え

ば
、
子
育
て
・
教
育
資
金
に
関

す
る
税
額
控
除
の
よ
う
な
、
子

育
て
世
帯
に
対
す
る
直
接
的
な

財
政
支
援
策
を
行
え
ば
、
本
市

を
子
育
て
し
や
す
い
都
市
と
し

て
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

答
　
市
が
行
っ
て
い
る
特
別
な

保
育
の
う
ち
、
一
時
預
か
り
事

業
は
徐
々
に
拡
大
し
て
い
る
他
、

病
後
児
保
育
事
業
は
医
療
機
関

で
あ
る
。
医
療
費
は
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
、
将
来
も
安
定
的

に
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
に
は
、
所

得
相
応
の
負
担
と
医
療
費
の
一

部
負
担
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

一
方
、
市
だ
け
で
の
対
応
は
財

政
的
に
も
困
難
で
あ
る
た
め
、

国
や
県
に
対
し
て
引
き
続
き
支

援
を
要
望
し
て
い
く
。
市
と
し

て
は
、
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

に
つ
い
て
も
、
限
り
あ
る
財
源

を
子
育
て
支
援
施
策
全
体
の
中

で
ど
う
効
果
的
に
使
う
か
の
選

択
肢
の
1
つ
と
考
え
て
い
る
。

景

気

・

雇
用
対
策

問
　
景
気
・
雇
用
対
策
に
つ
い

て
、
国
は
労
務
単
価
を
引
き
上

げ
た
が
、
建
設
現
場
の
末
端
労

働
者
の
賃
金
は
ほ
と
ん
ど
上
が

っ
て
い
な
い
と
い
う
。
実
効
性

の
あ
る
公
契
約
条
例
の
制
定
が

必
要
と
思
う
が
、
市
の
見
解
は

ど
う
か
。
ま
た
、
農
業
振
興
に

関
し
て
、
空
き
農
地
対
策
等
梨

農
家
へ
の
支
援
の
考
え
を
問
う
。

答
　
市
と
し
て
は
、
対
象
範
囲

が
一
部
に
限
定
さ
れ
る
等
の
理

由
か
ら
公
契
約
条
例
の
制
定
は

見
送
る
べ
き
と
の
庁
内
の
検
討

委
員
会
の
判
断
等
を
踏
ま
え
、

入
札
・
契
約
制
度
の
強
化
に
よ

り
労
働
条
件
等
の
改
善
を
図
っ

て
い
る
。
末
端
労
働
者
の
状
況

把
握
に
当
た
り
、
社
会
保
険
労

務
士
に
よ
る
労
働
条
件
審
査
の

対
象
を
下
請
業
者
へ
拡
大
す
る

等
、
今
後
も
制
度
強
化
に
よ
る

改
善
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
梨
農
家
へ
の
支
援
で
は
、

後
継
者
の
育
成
、
意
欲
あ
る
農

家
へ
の
空
き
農
地
の
使
用
の
斡

旋
や
、
「
い
ち
か
わ
援
農
隊
」

に
よ
る
支
援
活
動
等
を
行
っ
て

い
る
。
梨
畑
の
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
る
よ
う
、
Ｊ
Ａ
等
と
協

力
し
農
家
か
ら
の
相
談
等
に
丁

寧
に
対
応
し
た
い
。

民
主
・
連
合
・
社
民

石
原
よ
し
の
り
　
　
西
牟
田
　
勲

か
つ
ま
た
竜
大
　
　
佐
藤
　
義
一

住み慣れた地域で安心した暮らしを

子育てしやすいまちへ

日
本
共
産
党

金
子
　
貞
作
　
　
髙
坂
　
　
進

清
水
み
な
子
　
　
廣
田
　
德
子

桜
井
　
雅
人

費
の
3
分
の
1
以
内
、
上
限
額

10
万
円
を
補
助
し
て
い
る
。

防
災
減
災
へ

の
取
り
組
み

問
　
災
害
時
の
対
応
に
は
多
く

の
人
手
が
必
要
だ
が
、
市
職
員

の
み
で
は
難
し
い
。
平
成
27
年

の
関
東
・
東
北
豪
雨
で
被
害
を

受
け
た
常
総
市
で
は
、
市
と
の

協
定
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
、

地
域
の
大
学
や
企
業
か
ら
届
い

た
物
資
を
円
滑
に
受
け
取
れ
な

い
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
災

害
を
想
定
し
た
学
校
や
企
業
と

の
連
携
は
重
要
で
あ
る
。
市
の

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
問
う
。

答
　
近
年
は
首
都
直
下
地
震
や

豪
雨
に
よ
る
水
害
等
が
い
つ
発

生
し
て
も
お
か
し
く
な
く
、
本

市
も
甚
大
な
被
害
に
遭
う
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
行
政
だ
け
で

対
応
す
る
に
は
限
り
が
あ
り
、

平
時
か
ら
学
校
や
企
業
と
災
害

時
の
役
割
等
を
協
議
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
包
括
協
定
を
結
ぶ

大
学
と
の
避
難
支
援
等
に
関
す

る
意
見
交
換
会
や
、
帰
宅
困
難

者
対
策
訓
練
へ
の
学
生
の
参
加
、

道
路
冠
水
対
策
に
関
す
る
企
業

と
の
協
定
締
結
や
土
の
う
積
み

等
の
訓
練
を
行
っ
た
。
今
後
も
、

更
に
迅
速
に
対
応
可
能
と
す
る

た
め
、
学
校
、
企
業
、
警
察
等

と
緊
急
時
の
連
絡
体
制
の
強
化

や
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
地

域
防
災
力
強
化
に
努
め
て
い
く
。

2
か
所
と
保
育
施
設
2
か
所
で

実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
実
施

場
所
の
偏
在
を
な
く
す
等
、
市

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
い
。
ま

た
、
子
育
て
・
教
育
資
金
施
策

に
つ
い
て
は
、
「
市
川
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
重
点
事
業
に
も
子
育

て
と
教
育
関
係
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
う
し
た
計
画
事
業
を
効

果
的
・
効
率
的
に
執
行
し
て
い

き
た
い
。


